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災害時における市町村教育委員会指導主事の対応チェックリストの作成

一直後の状況確認から子どもの心のケアも含めてー

小林朋子キ・海野義晃将.鈴木秀和榊・近藤正雄林・高橋都貴子料
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1.問題と目的

学校危機は、事件事故や災害など多岐にわたる。そして、

危機の内容によって、学校構成員に与える影響や、状況の

収束の見通しなどは異なってくる。日本の学校現場で危機

が発生した際には、児童生徒、保護者への対応だけでなく、

警察などの外部機関との連携、そしてマスコミ対応など

様々な対応を同時に行っていく必要がある。その中で、特

に教育委員会の指導主事は全体の状況を把握し、時に学校

に指示を出す役割となる。藤森・土岐・松浦(2014)は、学

校緊急支援におけるコーディネーターとしての指導主事

は、現状把握、ケアプランの作成、情報提供など様々な役

割を担うとし、その重要性を指摘している。つまり指導主

事は、学校危機状況下において全体を統括し、状況を予測

し指示を出せる力量が求められると言える。さらに、千々

布 (2015)の調査では、市町村教育委員会で小中学校を担

当している指導主事の人数は平均8名程度であり、最も少
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ない人数が2名であった。かつ、指導主事が6名以下の教

育委員会では、指導主事一人あたりの担当学校数は 15校

以上が最も多く 53.2%となっていた。つまり、学校危機が

発生した際には指導主事が全体を統括し、状況を予測しな

がら、かつ多くの学校を同時に支援しなければならないと

いう大変厳しい状況にあることがわかる。

日本は東日本大震災などの多くの災害を経験している

が、被災した市町村教育委員会がどのように学校への支援

を行っていったか、その経験の蓄積がなされていないのが

実情である。実際、図書・雑誌などの学体封育報を検索でき

る国立情報学研究所の NII学術情報ナビゲータ (CiNii) 

で「教育委員会Ji災害」で検索しても、災害を経験した

教育委員会の対応について述べられているものは寺島

(2014)くらいであり、その経験がほとんど報告されていな

いのが実情である。つまり、被災した市町村教育委員会指

導主事の経験が、全国の指導主事に伝えられていないので

ある。今後も、南海トラフ巨大地震をはじめ、全国で多く

の災害が起こる可能性がある。そのため、全国の教育委員

会指導主事に、災害時の指導主事の経験を事前に伝達して
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おくことで、教育委員会がーから混乱することなく、学校

に対して見通しをもって支援することが可能になる。

そこで材汗究は、東日本大震災を経験した指導主事を対

象とした面接調査などを通して、災害が発生した場合、教

育委員会指導主事がどのように対応し、学校支援を進めて

いったのかを明確化し、今後の災害発生に備えて、被災し

た際に市町村教育委員会指導主事がすぐに活用できるチ

ェックリストを作成することを目的とする。

ll.分析のプロセス

次の4つのステップにより、災害時の教育委員会指導主

事の対応についてまとめていった。

ステップ1:第l回ヒアリング調査

(1)面接協力者およびインタピュアー

東日本大震災発生時に、 I県沿岸部の教育委員会指導主

事であった教師l名を対象としてヒアリング調査を行った。

インタピュアーは、災害時におけるメンタルヘルスの専門

家l名、 S県教育委員会指導主事3名であった。

(2)調査内容

面接では、東日本大震災が発生してから、教育委員会指

導主事として行った対応について、「発生直後から 1週間」

f1週間後から 1か月後くらいまで(学校再開前)J r学校

再開から 3か月後くらいまで'J i学校再開 3ヶ月後から 6

ヶ月後くらいまで」の時系列でそれぞれ尋ねた。面接時間

は約3時間であった。

その後、面接記録から指導主事の対応として考えられる

ものを1件につき1項目として抽出していった。

(3)時期

2015年8月

ステップ2:先行研究を基にした項目追加

寺島(2014)と、東日本大震災発生時の教育委員会指導主

事の活動を記録した書籍(望月，2015)を基に、指導主事

が行った対応をピックアップしていき、ステップiの項目

を基に追加および表現の修正を行った。

ステップ3:第二回ヒアリング調査

(1)面接協力者およびインタピュアー

東日本大震災発生時に、 I県沿岸部の教育委員会指導主
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事であった教師l名、教育委員会に応援要員として派遣さ

れた教師l名を対象としてヒアリング調査を行った。イン

タピュアーは、災害時におけるメンタルヘルスの専門家 l

名であった。

(2)調査内容

面接では、ステッブ2で作成した項目を見せた上で、東

日本大震災が発生してから、教育委員会指導主事として行

った対応について、「発生直後から 1週間Ji1週間後から

1か月後くらいまで(学校再開前)J r学校再開から 3か月
後くらいまでJi学校再開 3ヶ月後から 6ヶ月後くらいま

で」の時系列でそれぞれ朝3た。ステップ2までの面接時

間は約2時間であった。このステップ3までのプロセスで

あげられた項目は70件であった。

(3)時期

2015年11月

ステップ4:カテゴリーへの分類

ステップ3までにあげられた項目で、学校再開以降の対

応で同じ項目が続いていたことから、ステップ4では「発

生直後から 1週間Jil週間後から 1か月後くらいまで(学

校再開前)J i学校再開(1か月後)以降Jの3つの時系列

にまとめた。さらに、小林ら (2013)が自然災害時の養護

教諭の活動一覧であげているカテゴリーを基に、市町本撒

育委員会指導主事の日常業務に照らし合わせカテゴリー

を作成した。その結果、カテゴリーは大きく 3つに分かれ、

教育委員会の体制を整えたり、市町村全域に係わることな

ど、教育委員会の中で行われる対応が入る「委員会内での

対応J、学校に対する対応が含まれる「学校への支援・助

言」、そして警察などの外部機関、ボランティアやマスコ

ミなどの外部への対応が含まれる「関係機関・外部との連

携Jとなった。さらに、「学校への支援・助言j について

は、校区の状況や通学路などの学校外の環境での対応が含

まれる「学校外の環境」、学校施設や備品に関する「学校

施設・備品」、子どもの安否確認、学用品の確認、そして

学校再開時の説明会など子どもや保護者に係わる対応が

入る「子ども・保護者に関するととJ、そして教職員のメ

ンタルヘルスへの対応などが入る「教職員への指示・支援J

の4つの下位カテゴリーとなった。これらの分類は、災害

時におけるメンタルヘルスの専門家 1名、 S県教育委員会

指導主事2名で行った。ステップ3で得られた項目を、こ
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れらのカテゴリーに分類していった。

m.結果およ之氏考察

災害が発生した場合の市町村教育委員会指導主事の対

応として、ステップ4を経てまとめられたものが Tablel

"'3である。

1. 第I期「発生直後から 1週間J

第I期は、被害状況、安否等の確認が主として行われる

時期である。そのため、教育委員会内での安否確認、通信

手段の確保など、まず教育委員会そのものの体制を整える

ことが必要になる。同時に、児童生徒、保護者、教職員の

状況確認、学校の被害状況なと、を行っていく。

2.第E期 「発生1週間後から 1ヶ月後くらいJ

第E期は、災害発生1ヶ月後くらいが目安となる学校再

開に向けての対応になる。この時期に非常に多くの、かっ

細やかな対応が含まれる。例えば、学校再開日を決める、

校長会の開催(そのために必要な場所、資料の確保など)、

通学路の安全確保やスクールパスが必要となった地区に

パスを手配し、運行計画を作成することなども入ってくる。

また校舎が被害を受け使用できなくなった学校があった

場合には、学校をどこで再開するのかを決め、場所を確保

したり、学校備品を調達したりすることも必要になる。さ

らに、教職員で自宅が被害を受けた場合には、住居の確保

も行っていく。

また児童生徒が区外に避難していた場合には通学方法

の確認、文具や教科書などの学用品の確保、保護者への説

明会、教職員を対象として心のケアに関する研修なども学

校再開に向けて行っていく。さらに、学校再開時にはスク

ールカウンセラーの配置、さらに余震に備えて防災訓練を

行う場合がある。その際に、児童生徒がフラッシュパック

を起こす可能性があるため、それをふまえた防災訓練のや

り方、配慮の仕方について伝達していくことも必要になる。

児童生徒が他の市町村に転出した場合には、転出した避

難先の教育委員会とのやりとり、またマスコミの取材、ボ

ランティアや視察の申し入れも想定される。このように学

校再開に向けて、非常に多くの対応を短い時間の中で、限

られた人数の指導主事が集中して行わなくてはいけない

状況にある。そのため、応援要員を要請し、応援要員には
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事務的な作業を、市町村の状況がわかりかつ各学校との関

係ができている指導主事は、その人しかできない業務に集

中して対応できるような体制を作る必要があるだろう。

3. 第E期 「学校再開以降」

第頂期は、学校が再開し、中長期の対応に向けて準備し

ていく期間である。この時期で、特に子どもの心のケアを

進めていく中で重要なのが記念日反応への対応である。災

害が発生した時期になると、その当時のことを思い出し不

安定になる人が出てくることがわかっている。そのため、

学校体制の整え方、反応への対応の仕方について、教職員

や保護者に伝達していくことも必要である。また仮設校舎

に関する対応も進めていくことになる。

本研究により、災害時において市町村教育委員会は学校

の日常性の回復を目標に様々な対応を行っていくことが

わかった。特に学校再開に向けて、短い期間の間に、非常

に多くのことを同時進行で進めていかなければならない

状況であった。これまでは、突然、災害が発生し、混乱し

た状況の中、指導主事として何をすればよいか手探りで進

めるしかなかった。今後は、本研究で作成したチェックリ

ストがあることにより、市町村教育委員会指導主事が見通

しをもって対応していくことができると考えられる。しか

し、被害状況や災害の種類によって、指導主事の動きは変

わってくる。そのため、このチェックリストを主としなが

らも、その状況に臨機応変に対応していくことも必要であ

る。
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部
と

委
員
会
内
で
の
対
応

学
校
外
の
環
境

学
校
施
設
・
備
品

子
ど
も
・
保
護
者
に
関
す
る
こ
と
教
職
員
へ
の
指
示
・
支
援

の
連
携

口
学
校
再
開
日
の
判
断
(
何
を
根
口
通
学
路
の
安
全
確
保

口
被
災
し
使
え
な
く
な
っ
た
学
口
避
難
先
(
親
戚
先
な
ど
)
が
校
ロ
学
校
行
事
に
関
す
る
連
絡
ロ
関
係
機
関
と
の
連

拠
に
そ
の
日
に
す
る
の
か
)
口
代
替
校
庭
ま
で
の
移
動
手
段
校
を
ど
こ
で
再
開
す
る
か
を
区
外
と
な
っ
た
子
ど
も
の
通
口
校
内
研
修
(
心
の
ケ
ア
)
の
実
絡
(
医
療
機
関
、

口
校
長
会
の
開
催
(
情
報
交
換
と
の
確
保

決
定
→
避
難
所
代
表
者
と
の
学
方
法
の
確
認

施
の
依
頼

法
務
局
、
児
童
相

今
後
の
動
き
に
つ
い
て
)
口
仮
設
住
宅
設
置
と
校
庭
使
用
調整

口
安
否
確
認
が
で
き
な
い
児
童
口
授
業
日
数
の
確
保

談
所
な
ど
)

口
校
長
会
会
議
の
場
所
の
確
保
の
調
整

口
合
同
で
校
舎
を
使
う
学
校
同
生
徒
の
所
在
確
認

口
心
の
ケ
ア
に
配
慮
し
た
防
災
口
児
童
生
徒
の
転
出

と
学
校
へ
の
連
絡

ロ
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
手
配

士
の
話
し
合
い
(
教
室
使
用
の
口
必
要
な
学
用
品
(
文
具
、
ラ
ン
訓
練
の
や
り
方
に
つ
い
て
(
フ
先
の
教
育
委
員
会

口
資
料
の
作
成
(
手
書
き
)
口
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行
計
画
割
り
振
り
、
使
用
上
の
ル
ー
ド
セ
ル
な
ど
)
や
制
服
の
把
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
子
ど
と
の
連
絡

口
支
援
物
質
の
保
管
場
所
の
確
の
作
成
(
路
線
、
タ
イ
ム
テ
ー
ル
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
握
、
確
保
、
配
布

も
の
対
応
な
ど
)

ロ
マ
ス
コ
ミ
対
応

保
と
仕
分
け

ブ
ル
、
停
留
所
の
設
定
、
停
留
に
必
要
な
こ
と
の
共
通
理
解
)
口
教
科
書
の
確
保
と
配
布
口
自
宅
が
被
害
を
受
け
た
教
職
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

口
視
察
の
来
客
対
応

所
ご
と
の
乗
降
人
数
な
ど
)
口
教
室
の
確
保
(
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
口
学
校
再
開
に
関
す
る
保
護
者
員
の
住
居
の
確
保

支
援
の
申
し
出
に

口
遺
族
対
応

ン
の
設
置
な
ど
)

説
明
会
の
開
催

日
教
職
員
の
業
務
時
間
の
確
保
関
す
る
問
い
合
わ

口
机
と
い
す
、
黒
板
の
確
保

口
加
配
教
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
せ
の
対
応

口
(
給
食
の
再
開
の
た
め
)
食
器

セ
ラ
ー
の
配
置
の
説
明

や
支
援
物
資
の
食
品
の
手
配

口
(
予
算
が
つ
け
ば
)
加
配
教
員

口
教
師
の
業
務
に
必
要
な
物
資

の
人
材
確
保

の
把
握
と
そ
の
確
保
(
パ
ソ
コ

ロ
教
職
員
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
)

の
調
整
(
保
健
師
に
よ
る
)

口
教
材
等
の
確
保
と
配
布

口
心
の
ケ
ア
な
ど
の
教
員
研
修

の
実
施
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1
ヶ
月
後
以
降
に
お
け
る
市
町
村
教
育
委
員
会
の
対
応

第
E
期
:
学
校
再
開
(
1
ヶ
月
)
以
降

委
員
会
内
で
の
対
応

学
校
へ
の
支
援
・
助
言

関
係
機
関
・
外
部
と

学
校
外
の
環
境

学
校
施
設
・
備
品
子
ど
も
・
保
護
者
に
関
す
る
こ
と
教
職
員
へ
の
指
示
・
支
援

連携

口
仮
設
校
舎
の
建
設
場
所
の
検
ロ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
日
教
職
員
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
口
関
係
機
関
と
の
連

討
配置

の
調
整
(
保
健
師
に
よ
る
)
絡
(
医
療
機
関
、

口
仮
設
校
舎
の
教
室
配
置
の
検
口
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
の
状
日
指
導
要
録
の
確
認
・
修
正
法
務
局
、
児
童
相

討
(
合
同
の
場
合
)

況
に
つ
い
て
把
握

談
所
な
ど
)

口
仮
設
校
舎
の
建
設
に
か
か
わ
日
記
念
日
反
応
へ
の
対
応
に
つ

J
口
児
童
生
徒
の
転
出

る
建
築
資
材
の
手
配

い
て
の
検
討
→
学
校
に
伝
達

先
の
教
育
委
員
会

ロ
仮
設
校
舎
へ
の
入
居

口
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
を
把

と
の
連
絡

握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ロ
マ
ス
コ
ミ
対
応

検討
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

支
援
の
申
し
出
に

関
す
る
問
い
合
わ

せ
の
対
応

Ta
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